
新生ふくしま復興推進本部について

Ⅰ 組織改正の趣旨
1 総合計画・復興計画の改定、福島特措法の改正、福島復興再生総局の設置など国の復興体制の強化等に対応し、

全庁一体となって復興・再生を推進する体制を整備
2 スピード感を持って、確実に“ふくしま”の新生を実現
3 上記1・2に伴い、「福島県東日本大震災復旧・復興本部」から『新生ふくしま復興推進本部』に改称

Ⅱ 組織改正の骨子

1 国、市町村対応窓口の一元化

(1) 国の総合窓口口口口口：事務局総括班

(2) 市町村の復興支援窓口：事務局総括班

2 総合調整機能の強化
(1) 事務局の権限強化

『部局横断的な課題』や『所管が定まっていない新たな課題』の業務調整権を企画調整部長（事務局長）
に付与

(2) 総合調整機能の強化
事務局総括班に、福島復興再生総局が所管する主要業務を担当する次長相当職を構成員として追加し、総合

調整機能を強化（①避難地域市町村の帰還支援等、②除染、③避難者支援、④市町村支援）
(3) 事務局の体制強化

『復興推進室員会議』等を新設し、全庁的な情報共有や事業調整、新たな課題への対応力を強化

３ 復興・再生に係る取組の一元管理
(1) 復興・再生の取組の分かりやすい年度目標を設定し、進行管理
(2)   総合計画、復興計画及び福島特措法に基づく各種計画を一体的に推進
(3)   予算執行の適切管理
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新生ふくしま復興推進本部の概要

事 務 局

事務局長：企画調整部長

新生ふくしま復興推進本部
（本部長：知事）

復興庁
(福島復興再生総括本部)

福島復興再生総局
・福島復興局
・福島環境再生事務所

・オフサイトセンター

総 括 班

班 長：企画調整部政策監
副班長：市町村担当次長

避難地域復興局次長
環境回復推進監
原子力損害対策担当次長
企画調整課長

市 町 村

【執行体制の強化】知事部局の職員数を大幅増員

事務局各班
（各部局、教育庁、警察本部ごとに設置）

【総合調整機能強化】

対 応

課題の把握等

地方本部

本部長：

地方振興局長

復興支援・

地域連携室

《新たな課題への対応》
プロジェクトチームの設置
(復興推進室員会議等で調整)

《生活拠点・帰還支援》
生活拠点及び帰還支援ＰＴ
（担当：避難地域復興局）

《既存プロジェクトチーム》
・宿舎等確保対策ＰＴ
・産業復興ＰＴ
・津波被災地域県土整備ＰＴ

連 携

相談・問合せ等

対 応

①業務の調整権を事務局長に付与

②国の体制に即応できるよう関係業務を担当
する次長相当職を構成員に追加

③復興推進室員・復興推進担当主任の新設
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【窓口一元化】

市町村担当

《除染・廃棄物対策》
除染・廃棄物対策推進会議
（担当：除染対策課）

避難者支援担当

避難地域復興担当

《避難者支援》
避難者支援連絡調整会議
（担当：避難者支援課）

除染・廃棄物対策担当

総括班体制の強化
≪復旧・復興本部の見直し方針≫
１ 復興・再生の取組の年度目標

を設定し、進行管理
２ 総合計画・復興計画・福島

特措法の各計画を一体的に推進
３ 予算執行の適切管理


